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多自然川づくり取り組み事例

【 今回の取組の背景 】
　　　・昔の乙津川河口域には、潮の干満により特異な環境の場を創出する「干潟」が存在。
　　　・高度経済成長や河川空間の利用に伴い、埋立や高水敷の整地により干潟環境が減少。

【 地域の情勢の変化 】
　　　・近年の大規模出水の発生により、地域住民の「治水対策」への要望が高まる。
　　　・「干潟環境」に関して、乙津川の塩生湿地植生の調査や保護活動が実施される（大分県）。

【 設計コンセプト 】
　　　「治水対策」としての高水敷の掘削により、潮の干満による冠水を可能にして、「干潟環境の復元」を目指す！

【 目　標 】
　　　（治水面）　河道掘削による出水に対する安全性の向上。
　　　（環境面）　干潟環境の復元（１９６０年代に特徴的な風景であったハママツナの群生の復元）

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

流下能力の確保、貴重種、特定動植物の保全、干潟、浅場の保全・再生・創出
掘削（高水敷）
河川景観への配慮、委員会、協議会等の開催

乙津川河口域における干潟環境の復元への取組
大野川水系乙津川

河川改修
定性的

河道掘削のポイント

朔望平均満潮位

１９６０年代 （復元目標） ２０００年代 （高水敷整地）

河道掘削後の環境変化

◯近隣の河川改修箇所における取組の反映 及び 事業効果の検証。

◯保全活動団体との連携による干潟環境の保全。

◯高水敷の整地前の地形や干満の影響を踏まえた掘削高さの設定。
◯事前調査により塩生植物や干潟動物が確認された水際の改変は避ける。

有識者との現地立会

施工直後の状況

◯掘削範囲及び改変を避けた水際で塩生植物、干潟動物の継続的な確認。
◯１９６０年代に特徴的な風景であったハママツナの分布範囲の増加。

今後の取組

現在（２０１７年）

河川ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと国交省職員等による

清掃活動

掘削前の植物等の確認状況

【掘削後の植物等の確認状況】

環境検討委員会の現地視察ハママツナ
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